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2005 年までの 9 年間、脳死移植数は 1 けた台にとどま











正論議が進み、2009 年（平成 21 年）に改正臓器移植法
が成立、2010 年（平成 22 年）1 月 17 日に親族優先提供
に関する意思表示に関する条項が施行され、2010 年（平

















極めて高い。移植患者の 1 年生存率および 5 年生存率
をみても、世界平均を明らかに上回っている。心臓移
植を例にとると、心臓移植を受けた者の 1 年生存率は、
世界平均が 84.4% なのに対して日本は 94.5%、5 年生






6 臓器、最近でも平均 5 臓器となっているが、これも米


















































































































改正臓器移植法が施行された 2011 年は 2 件、その後漸













































































































































1996年 Kelly & Lillehei（ミネソタ大学）世界初の膵腎同時移植
2008年 国際移植学会「イスタンブ－ル宣言」採択
表２　移植医療の歴史（日本）
1956 年 3 月 京都府立医科大学で腎移植も記録残らず





1989 年 高橋ら（東京女子医大）ABO 血液型不適合間生体腎移植、永末ら（島根大学）世界・日本初の生体肝移植
1992 年 1 月 脳死臨調最終答申、脳死をもって人間の死とみなしうる見解発表
1993 年 幕内ら（信州大学）世界初の成人間生体肝移植
1994 年 田中ら（京都大学）世界初の右葉グラフトを用いた生体肝移植
1995 年 4 月 （社）日本腎臓移植ネットワ－ク発足
1996 年 京都大学で生体小腸移植

















0) 本論稿は、2018 年 11 月 17 日に開催された日本


















式会社 2018 年）5-9 頁、（公社）日本臓器移植法ネッ
ト ワ ー ク の Web サ イ ト（http://www.jotnw.or.jp/
studying/1-3.html）参照。
2) 日本の臓器移植件数に関しては、日本移植学会
「フ ァ ク ト ブ ッ ク 2017」参 照。URL:http://www.
asas.or.jp/jst/factbook/factbook2017.pdf., Accessed 
Jan.4, 2019 によれば、脳死ドナー数と心臓死ド
ナー数の合計は、2010 年の 113 件を最高にその後





















9) URL: https://square.umin.ac.jp/jatm/ 参照。
10) （公社）日本臓器移植ネットワーク「臓器提供・移
植データブック 2017」129 頁「図・表 7.1　ドナー
情報数・承諾数・臓器提供数年次推移」




















14) 臨床研究中核病院は、医療法第 12 条の 4 第 2 項を







15) 「臓器提供施設の手順書」（第 2 版）公益社団法人日
本臓器移植ネットワ－ク　監修臓器提供施設委員











































takahashi.html 参 照。 ま た、2019 年 12 月 6 日 付
AMED（日本医療研究開発機構）プレスリリースに
よれば、横浜市立大学谷口教授らの研究グループ
が iPS 細胞からヒトのミニ肝臓（ iPS 肝芽）を大量
製造する手法の開発に成功した（URL:www.amed.
go.jp/news/release_20171206.html 参照）。しかし、
これらの研究を人間の肝疾患に応用するために
は、さらなる動物実験と基礎研究、そして医薬品
としての製造販売に関する厚生労働大臣による承
認を目的とした臨床試験、いわゆる治験のプロセ
スをクリアーしなければならず、今後十年単位で
の時間を必要とする。したがて、iPS 細胞を用い
た再生医療は、今日深刻化している提供臓器不足
問題の解決策とは現段階ではなりえず、現段階で
とりうる解決策として、本稿では移植医療に関す
る政策的関与の拡大を主張するものである。
旗手俊彦
